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教育目標  ○ 明るくがんばる子  ◎仲よく協力する子  〇よく考える子   

ホームページ  https://hachioji-school.ed.jp/kyuge/ 

            なりたい自分になるために 

校長  川合 孝征  

７月２０日～２２日の３日間、６年生は日光移動教室を実施しました。日光の自然や歴史を通し、自然を

大切にする心や文化遺産を通して先人たちの考え方などを理解するだけでなく、２泊３日の宿泊を伴う集団

生活の中で、規律、協力、安全、責任ある行動を体験し、望ましい人間関係を構築するための貴重な学びの

機会となりました。日光移動教室での学年目標は『周りの人への感謝を忘れずに全力で楽しもう～みんなで

助け合いながら絆を繋ぎ、最高の思い出にしよう～』でした。学校生活での教科の学びとは別に、親元を離

れ、学年全体の活動の中で、一人一人が『自分は何をすべきか』を考えて過ごしていました。就寝前の班

長・室長会議では自分たちの一日の行動を振り返り、良い点や改善点を出し合いました。それを受け、一人

一人が考え、自分の行動を律し、皆で行動を変えられる素晴らしい姿を見せてくれました。『考え、判断し

て、決める』上柚木中グループ小中一貫教育の９年間の義務教育で身に付けたい力『自己決定・自己実現』

の姿を見せてくれました。目標に向かって一人一人ができることを考え、協力できる『仲間』の姿を見せて

くれました。 お世話になった関係者の皆さんや保護者の皆さん、仲間に対する感謝の気持ちもきちんと表現

できました。６年生の姿を見て『自分もあんな６年生になりたい』という憧れの姿を２学期以降の学校生活

の中で見せてくれることを大いに期待しています。１１月２８日(金)３０周年記念式典を控える２学期の６

年生の活躍が楽しみです。  

さて、１学期の終業式では、２学期以降の学校生活を一層意味のあるものにしてほしいと願い、子供たち

に『なりたい自分になるために、自分が何をすべきか』について話しました。大谷翔平選手や星野富弘さん

の生き方を紹介し、『なりたい自分になるために、ちょっと頑張れば届く目標を立てて、一つ一つ積み重ね

を続けていこう』『ゼロはいくつ足してもゼロだけど、ちょっとずつでも積み重ねていくこと、続けること

で、やがていつか１になり１００にだってできる。努力は続けた結果、続けることは難しいけれど、やれば

できる自分に自信がもてて、自分が好きになる』と伝えました。『めあてや目標に向かって自分が何をする

べきか、を考えることの大切さ』を、７月２７日、米野球殿堂入り式典のスピーチの中でイチロー氏も次の

ように語っていました。「子供時代、私の夢は常にプロ野球選手になることでした。６年生のときに作文に

書きました。今、経験したことを踏まえてその作文を書き直すことができるなら、「夢」という言葉ではな

く「目標」という言葉を使うでしょう。夢は実現するとは限りませんが、目標はそれをどう達成するかを真

剣に考えれば実現する可能性があるものです。夢を抱くのは楽しいですが、目標を達成するのは難しいし、

困難にもぶつかります。本気で達成したいなら、こうしたいと言うだけでは叶いません。達成するためには

何が必要かを慎重に考えなければいけません。」 

 上柚木小学校の子供たちはどんな「夢」をもっているのでしょう。「世界の平和に貢献したい」「人に優

しくなりたい」など漠然としたものや、「医者」「芸能人」「スポーツ選手」「警察官」のような具体的な

職業をあげる子供もいます。なれる、なれない、どうしたらなれるのか、具体的な方法は分からなくても、

「自分には無理」「自分には力なない」と思うよりは、大らかに夢を語ってくれる子供たちでいてほしいで

す。いつか『どうやったらできるかな』『どうしたらなれるかな』と思った時に、その方法や道筋を考えら

れる力や意欲につながる自己肯定感、夢や目標にむかって続けられる力を上柚木小学校在学中に身に付けさ

せたいと思います。『ちょっとずつでも積み重ねていくこと』『続けることの難しさ、苦しさ』『努力』

は、大谷翔平選手やイチロー氏のような著名な方々にしか伝えられないことではありません。私たち教職員

や保護者の皆さん、学校に関わってくださっている地域の方々、子供たちに関わる大人（年長者）それぞれ

が人生の中で経験をしてきていることです。学校でしか学べないことでも教えられないことでもありませ

ん。保護者、地域の皆様、機会があったらどうぞご自身の経験をたくさん子供たちに伝えてあげてくださ

い。『なりたい自分になるために、ちょっと頑張れば届く目標を立てて、一つ一つ積み重ねを続けていく』

こと、『目標に向かって一人一人ができることを考え、協力できる「仲間」の姿』を伝えてあげてくださ

い。２学期からの教育活動にもご理解ご協力、どうぞよろしくお願いいたします。子供たちに経験させ習慣

として身に付けられるようお力添えください。 



２学期当初の予定と９月の行事予定 「ＳＣ」 …スクールカウンセラー出勤日 

★お知らせ★ 

（１）学校携帯・・・・・・・・学校からご家庭に連絡する際に、これまでの固定電話に加え、携帯電話を使用することになりま 

              した。運用開始は、９月１日です。詳細は別紙（１日までに配信予定）にてお伝えします。 

（２）体育館空調機・・・体育館に念願の空調機（冷暖房）が設置されました。早速、今日の始業式で試運転をしましたが、 

              涼しく快適です。暑すぎてWBGTの数値が高く（危険・運動禁止）校庭が使用できないときにも、 

              体育館で子供たちが運動できるように、運用ルールを定めて行こうと考えています。 

（３）９月２０日（土）・・・今年は上柚木小を会場として、『防災ワークショップ』を開催します。詳細のお知らせは後日にな 

              りますが、 ぜひ、ご参加ください。  

（４）不登校をテーマとした保護者サロンの開催   申し込み TEL６６３－３２１６【高尾山学園内登校支援課担当】 

             ①対 象  市内在住で小・中学生の保護者 

             ②日 時  9月26日（金） 午後5時45分から午後8時   ③会 場  八王子市立第五中学校 

 ④内 容    「不登校の子どもたちが活用できる本市の資源」 中学校卒業後の進路という視点から 

                第五中学校夜間学級の説明および見学        〈定 員  30名(先着順〉 

 

★災害時情報伝達訓練の実施について★ 

日頃から学校の安全管理対応にご理解・ご協力をいただき

ありがとうございます。今年も下記のとおり、学校教育活動中

の災害発生時に保護者が児童の安否等を確認する方法である

学校ホームページの「災害時情報掲示板」及び「災害用伝言ダイ

ヤル」を利用した情報伝達訓練を実施します。別紙で詳しく安

否情報の確認方法をお伝えしています。ホーム＆スクールの配

信（PDFです）をご覧ください。 

①９月１日（月）10時～１５時  ホームページの「災害時情報掲示板」 

②９月３日（水）１０時から  「災害用伝言ダイヤル」 

              ★副籍交流について★ 
 

 学区内に居住していて、特別支援学校に通学する

児童が、本校の学級にも籍を置き（副籍）、年に数回

交流します。交流の方法は、児童同士が交流する「直

接交流」と、双方の活動の様子をお手紙等で伝え合

う「間接交流」があります。本校にも、１名の６年生の

児童が今年度も交流しています。「直接交流」の様子

は、学校HPや学年学級だより等でお伝えします。当

該学級の方は、ぜひ、お子様から交流の様子を聞い

てみてください。 

★今年の夏も、厳しい暑さの疲れや生活リズムの変化から、２学期当初の子供たちは、いつも以上に、学校

生活に不安や疲れを感じることが予想されます。保護者の目から見ても、お子様の様子に不安や悩みごとを

感じたら、遠慮なく学校にご相談ください。また、学校生活における児童の様子から心配な様子が見られた

場合には、担任や養護教諭等からご連絡させていただくこともあります。２学期以降も子供たちが安心して

学校生活を送ることができるよう、ご家庭と学校で力を合わせて、供たちの心と体をしっかりと見守ってい

きたいと考えています。どんな小さなことでも、気になったらHome＆Schoolやお電話で連絡をください。 



  

 

不登校の子どもたちを支援する学校等の説明会 

  

八王子市には、「高尾山学園」をはじめ、不登校の子どもたちを支援する学校等がいくつかあ

ります。指導内容やスタッフ、申込みのシステム等にそれぞれ特色があります。 

そこで、お子さんの状態や必要性に応じてご利用いただくために説明会を開催致します。どう

ぞお気軽にご参加ください。 

  

    １．対 象   市内在住で小・中学生の保護者 

  

２．日 時   10月4日（土） 午前10時から正午 

  

３．会 場   八王子市教育センター 大会議室 

            

４．内 容   (1) 高尾山学園・適応指導教室・総合教育相談室の概要説明 

(2) 教育センター内見学 

(3) 各施設の利用に関する相談 

  

５．定 員   100名(先着順) 

  

６．受付開始日 令和７年 9月15日（月） 

こちらの２次元コードからお申し込みください。インターネット環境がない場合は電

話による申し込みも可能です。下記の電話へご連絡ください。 

            

         https://logoform.jp/form/iapr/1129079 

 

  

  

  

  

７．問合せ・電話での申し込み       

      高尾山学園内 教育指導課登校支援担当電話：６６３－３２１６  

  

    

  

 

https://logoform.jp/form/iapr/1129079

